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01 桃園の投資環境の強み
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海と空、2つの港
台湾でも他の追随を許さない

⮚桃園国際空港と台北港

⮚海と空、2つの港による輸送の強み

⮚タイムパフォーマンスを把握し、新たな産業

クラスターの形成を加速する

絶好のロケーション
アジア太平洋の主要都市までの平均飛行時間はわずか3時間

自由貿易港
前には店舗、後ろには工場

業界初の選択肢ˇ

⮚国内外物流センター

商品出荷・配送センター

⮚付加価値のある工業団地

台湾初の保税区である免税経済特区で、加工、製造、

組立、修理、包装、パッケージングテストなどに従事

できる。
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航空城特区

中壢都市圏

桃園都市圏

A1台北駅へ

新北
市

MRT Airport Line

MRT Green Line

Railway

HSR Taoyuan 

桃園国際空港

整備された鉄道輸送システム
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青埔観音線

航空城大渓線

桃園中壢線

桃北(文桃寿山)線

生活圈6号線+環城東路

1

2

3

4

5

主要交通幹線

利便性の高い道路網 - 都市と農村を結ぶ横5本、縦5本の道路
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新しく革新的な産業

グリーンエネルギー産業

航空サポート産業

物流倉庫

電気自動車部品 コンベンション
＆エキシビション産業（MICE）

スマートテキスタイル

モノのインターネット（IoT）

スマート医療

バイオテクノロジー

完全で活発な産業クラスター
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急成長する人口
桃園市は過去10年間で198,931人の純人口が
流入しており、台湾で人口配当がある数少
ない都市のひとつである。

✓ 人口の平均年齢は約41歳で、6都市のなか
で最も若い。

✓ 2023年12月の統計では、桃園市の16歳以
下の人口は約36万人、65歳以上の人口は
約34万人で、ほぼ1対1の割合である。

企業の第一選択
✓ 台湾の3大計画による桃園への投資総額は

4,035億台湾㌦で、全体の19％近くを占め
、台湾で1位となっている。

✓ 市内の企業、事業所、工場の登録数は、
2023年には計149,846社となり、2022年
に比べ約3.36％増加した。

人口配当は台湾で1位、若い革新的産業首都

17の大学
毎年25,000名以上の卒業生

経営
管理

機械
技術

ICT
産業

物流
倉庫

5,000 名/年

4,500名/年 2,500名/年 500名/年

8



国家レベルでの重点計画
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桃園コンベンションセンター

龍潭サイエンスパーク拡張計画

虎頭山イノベーション
工業団地

桃園航空城



02 企業による投資の達成を加速
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企業の投資ニーズへの対応

d

d

労働

資金

電力

水力

土地工場

迅速な融資

給水能力の強化

グリーンエネルギーの開発
再生可能エネルギー

産業のためにより多くのスペースを提供

人材育成
リンクの必要性
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西側の優先的な専用工業区

A 中華貿易

B 大樹、督洋

C 健策精密

A15

A16

E 薬華

D 力欧

2.64ha

2.43ha

3.09ha

1.44ha

0.75ha

桃
園
国
際
空
港

F
0.78ha

2022桃園婦幼展活動照片

2022桃園婦幼展活動照片

東側の優先的な専用工業区

A11

桃
園
国
際
空
港

捷15

遠雄
自貿港区

第二種
自貿港区

18.94ha

I
18.94ha

H 統合された
スーパーマー

ケット

G 星宇航空

8.44ha

14.39ha
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航空域における専用工業区の開発促進

⚫ 専用工業区の土地の入札による売却完了の迅速化



産業革新と研究開発エネルギーの導入

• 中壢工業団地と周辺大学のエネルギーを結集

• 新興産業、若者の起業家精神、文化的・教育的展示会、レジャー・レクリエーションなどを

育成し、地域社会の発展に結びつけるため、産学協力、イノベーション、インキュベーショ

ン、科学技術研究開発の方向で計画を進める。また、情報ソフトウェア産業、研究開発・イ

ノベーション産業、グリーンエネルギー産業、デザイン産業、人材育成産業などを導入し、

競争力のある企業の誘致を促進して、雇用機会を創出し、地域の発展を後押しする。

◆誘致・開発スケジュール(2025年の着工を目指す)

地上権
誘致

建設着工

2024 2025 2026 20282027

先行
計画

審査、照会
完
成

土地局による売却 → 経済開発局へ所有権譲渡
13

⚫ 中原営区南側専用区計画の誘致案
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民間
報告

20件約224ha

7件約175ha

2件約82ha

八徳区1件 龍潭区3件
大工業団地2件 蘆竹区1案
新屋区1件 観音区9件
楊梅区3件

八徳区1件 平鎮区1件
大工業団地2件 新屋区1件
大渓区1件 観音区1件

経済
開発局
報告

地政局
報告

大工業団地1件
観音区1件

新屋頭洲科工業団地

大渓科技工業団地

平鎮東龍科技工業団地

大園科技工業団地

八徳与豊科技工業団地

大園內海産業工業団地

観音新坡地区都計農業区が工
業専用区に生まれ変わる

八徳区
2案、32ha

大工業団地
5件、128ha

大渓区
1件、29ha

沙崙産業工業団地

平鎮区
1件、6ha

新屋区
2件、36ha

桃科第2期

楊梅区
3件、50ha

龍潭区
3件、31ha

蘆竹区
1件、5ha

観音区
11件、164ha

⚫ 報告プログラムに含まれる工業団地29件（約481ha）

工業団地を積極的に開発し、工業用地を増やす



公共職業安定機関の推薦する失業期間が連続3か月以
上の失業者、または失業期間が30日以上の特定対象者
従業員を連続30日以上雇用した雇用主は、雇用奨励金の対象となる。

• 連続30日間雇用された労働者に対する雇用奨励金

• 労働者が通常の居住地から30キロメートル以上離れた場所で就業し、30

日間継続して雇用された場合、交通費補助、家賃補助、転居補助が支給

される。

企業の人材ニーズの解決 - 地元労働者への雇用奨励金
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工場の新設・増設は、一定の規模と一

定額以上の投資が必要である。

外国人労働者の申請要件

外国人労働者は事前に割り当てられ、１

年以内の定期検査が免除されるが、現行

のExtra制に基づき15%引き上げられる。

外国人労働者受け入れ対策の詳細

ハイテク産業は、100名の就業機会を創出

する、または就業人数を50名増加させる、

あるいは同比で20%増加させる。

条件を満たす台湾企業は、外国人労働者割当システムに従い、外国人労働者
の割当を増やすことができる。

企業の人材ニーズへの解決 - 外国人労働者の導入対策
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地域のエネルギーガバナンスを実現するため、桃

園市政府は2028年に率先して全6都市にグリーン

エネルギープロジェクト推進室を設置し、グリー

ンエネルギーに関する一元的なのサービス窓口を

設置した。

水力発電の安定供給 - 再生可能エネルギーの推進
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再生可能

エネルギー源

省エネと二酸
化炭素削減

エネルギー貯蔵と電力取引

業務
項目



➢ 広域配分の概念を適用し、水輸送網を改善し、北部の水源を効果的に分配する。
➢ 玉璽貯水池が桃園を、桃園が新竹をサポート
➢ 水の状況に応じて1日の給水量を調整（干ばつ時、板二は1日当たり81.6㌧、桃竹予備配管は1

日当たり22.5万㌧）

4万㌧/日

60万㌧/日

北水南下計画
広域水源調達運用

水と電力の安定供給 - 北からの水の南下
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電力と水の安定供給 - 台湾投資の3大計画
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➢ 電力へのアクセス促進

台北電力は「ワンストップ窓口」を通じて、

重要な投資案件や公共工事の申請手続きを迅速

化し、顧客が予定通りに電力供給を受けられる

ようにする。

➢ 安定した電源供給

設備の運転・保守を強化し、予定通り高品質

な新設備の完成・商業移管を推進し、電力の安

定供給を確保する。

電力消費

水消費

水利用計画がされているサイエンス

パークや工業団地に投資しする場合は、

水利用のリスクはない。工業団地管理

企業によって水が割り当てられる場合、

メーカーは別途水計画を提出する必要

はなく、水利用計画の提出が必要な場

合は、水資源局の専任担当者が対応し、

1か月以内に審査を完了する。
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中小企業投資促進
アクション・プログラム

台湾企業に根ざした投資
加速のための行動計画

➢ 中小企業の認識基準を満たしている
➢ 統一されたインボイスの使用
➢ 「台湾系企業のUターン投資推進計画」

の優遇措置を申請していない中小企業
➢ 政府の2050年二酸化炭素排出量実質ゼロ

政策目標に沿い、段階的に二酸化炭素排
出削減を実施している企業

➢ 中小企業以外の企業
➢ 「台湾系企業のUターン投資推進計

画」の資格を取得していない
➢ 政府の2050年炭素排出実質ゼロ政

策目標に沿い、炭素排出削減を段
階的に実施している企業

台湾系企業のUターン投資
推進計画3.0

➢ 中国に2年以上投資
➢ 政府の 2050 年炭素排出実質ゼ

ロ政策目標に沿い、段階的に炭
素排出削減を実施している企業

✓ 条件：製造業、サービス業
✓ 融資総額3,000億台湾㌦
✓ 政府が年率0.7％の銀行手数料を

負担

✓ 条件：製造業
✓ 融資総額7、100億台湾㌦
✓ 政府が銀行手数料を負担

大企業 -
100億以上 0.1%
20億～100億 0.3%
20億まで 0.5%
中小企業 – 年利 0.7%

✓ 条件：製造業、サービス業
✓ 融資総額2、500億台湾㌦
✓ 政府が銀行手数料を負担

大企業 -
100億以上 0.1%
20億～100億 0.3%
20億まで 0.5%

事業資金のニーズを解決 - 3つの迅速な資金調達ソリューションで台湾に投資



新規/追加投資
企業経営本部の設立

➢ 対象:
同市に5,000万台湾㌦以
上の新規投資、または
3,000万台湾㌦以上の追
加投資をする、または企
業の運営本部を設立する。

➢ 産業別:
航空関連、国際貿易・物
流、文化・創造、クラウ
ド・コンピューティング、
循環型経済、バイオテク
ノロジー医療、商業・産
業会議・展示会、複合レ
ジャー関連産業。

➢ 年間最高500万台湾㌦の
補助金

桃園への投資に関する優遇と支援措置

研究開発・イノベーションへの
補助金工業区の立体化

容積率の向上によって工業用地利用
の効率化を図る
➢ 対象:

「桃園市工業区立体計画の適用範
囲」内で都市計画上の乙類工業区
及び同様の用途特性を有し、基準
容積率が240％未満の工業特別地
域。

➢ 報奨項目には以下が含まれる: 
追加投資
環境サステイナビリティ

（エネルギー管理）
桃園に根を下ろす（経営本部）

➢ 容積の報奨上限の合計は最大 20%

市内中小企業へ働きかけ技術
革新・研究開発の強化を図る
（地方型SBIR）
➢ 対象: 

市内に会社または事業所が
登記されている中小企業

➢ 条件: 
「電子情報技術」、「食
品・バイオ医薬品」、「金
属機械」、「民生化学工
業」、「革新的サービス」
の5つの主要分野で「革新
的技術の研究開発」の特質
的な計画内容を提出する。

➢ 最高200万台湾㌦の補助金
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知的生産サービスセンターの推進

#スマートファクトリーの
徹底した健全性検査

#専門アドバイザーととも
に成長#中央・地方の補助金財源の確保

DX

加速

インキュベーション
の活発化

DX
加速

徹底した
健全性検査

インキュ
ベーション
の活発化

知的生産
D X

持続可能性
スマートロジスティクス

産業専門家チーム

知 的 生 産 支 援

中央政府
大学

産業公協会

企業のニーズと評価の提案事項に基づき、企

業が中央政府または市政府から資金補助を得

られるよう支援し、DXに必要なアップグ

レードされたソフトウェア・ハードウェア資

源または設備を提供。

事業者に対し、業界の知的人材を育成するた

めの短期、中期、長期の計画オプションを提

供。

企業の自己評価評価申請を受け付け、リソースとニーズに応

じて専門家チームを現地訪問させ、各企業が提案するソ

リューションを作成し、知的生産に関する権威ある専門家

チームが綿密な支援を提供。

徹底した健全性検査
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ビジネスサービス産業の高度化とDXに向けた

サービスグループの組織化

1. 支援の専門家：産業界、政府機関、学術機関、
研究機関から構成される。

2. チームアドバイザー： 政府の専門知識を有す
るエグゼクティブチーム。

計画推進の経験を持つ専門家で構成される。

包括的ケア診断

柔軟なリソース

統合システムサービス

主に卸売業、小売業、飲食業、
その他のサービス業

省エネ
と二酸
化炭素
削減

革新的
なサー
ビス

スマー
ト経営

DX 政府リ
ソース

オフライン支援
現場視察、包括的実地調査、
執筆相談、ケースワークの同行

相談ホットライン、オンラインビデオ、
Line@での共有とディスカッション

オンライン支援

ビジネスDX
サービスセンター

デジタル化、持続可能性、
ブランディングの推進
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ビジネスDXサービスセンターの推進
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03 投資サービス対応の
ワンストップ窓口
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桃園市投資サービスセンター 相談ホットライン
電話：03-332-5668
FAX：03-333-8368 
E-mail：invest.service@mail.tycg.gov.tw

桃園投資サービスセンターはあらゆる段階でサポートを提供

mailto:invest.service@mail.tycg.gov.tw


THANK YOU
ご清聴ありがとうございました
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